
当院は広島県東部の尾道市（人口約13万人）の中核病院であり、
2006年8月24日に尾三医療圏（人口約28万人）のがん診療連携
拠点病院に指定されている。

世羅町

尾道市

三原市

当院の概要

Onomichi General Hospital
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JA尾道総合病院の活動（がんに関して）

1957年11月 開設（病床：280）
：

2003年 6月 内視鏡センターを開設

2006年 8月 厚労省指定 がん診療連携拠点病院

2011年 5月 現在地（平原）に移転（病床：393）
化学療法センターを開設

2019年 4月 厚労省指定 がんゲノム医療連携病院

2022年 4月 高精度放射線治療装置を更新
放射線治療科を新設 診療科32科に
遺伝子診療部を新設

2023年 4月 認定遺伝カウンセラーを配置
病院長：田妻 進
標 榜：32診療科
医師数：115名

Onomichi General Hospital



(https://www.mhlw.go.jp/content/10901000/001040603.pdf)

・尾三医療圏人口：229,338人↓
病院数：22

・当院がん登録（2021年）：1,496件↑
（85%：尾三圏域）
（10%：福山・府中圏域）

・臓器別のがん登録件数（2021年）

順位 癌腫 件数

1 大腸 225

2 胃 202

3 肺 182

4 前立腺 124

5 乳 107

6 膵臓 82

7 膀胱 64

8 肝臓 59

Onomichi General Hospital



膵癌の予測死亡数 (2021)
男性：4位 (18,600人)
女性：3位 (19,000人)

膵癌の予測罹患数 (2021)
男性：6位 (22,300人)
女性：6位 (21,600人)
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膵癌はかかる人、亡く
なる人ともに増加傾向



（Hanada et al. J Gastroenterol 2015）

Onomichi General Hospital5

尾道方式のコンセプト



プロジェクト実現への障壁と対策①

1）ERCPへの懸念
・1997年に尾道地区へ膵臓専門医が着任したが、EUS、MRCPは地域医療
圏に普及していない。

・USでの膵管異常の精査にERCPを施行する方針を提案
・無症状の患者に合併症が危惧されるERCPの紹介は困難

2)EUS・MRI（MRCP）の導入
・上記の指摘を受けて膵管異常所見の精査を目的としたEUS/MRIを導入
・膵臓専門医の増員、EUS/MRI関連機器の拡充

3)膵癌診療ガイドライン・EUS標準化描出法の発刊
・科学的根拠に基づく危険因子の設定
・EUSの普及に向けた指針

Onomichi General Hospital
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4）スタッフへの教育・連携
・当院での医師・看護師・薬剤師・栄養士・臨床心理士などへの啓発
・細胞検査技師、放射線技師、MSWなど医療スタッフの啓発
・国がんを視察後、2012年から8種類の職種による『すいがん教室』を開始

プロジェクト実現への障壁と対策②
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5）行政機関・患者支援機関NPOなどとの連携
・管轄の保健所および尾道市及び広島県行政担当スタッフと連携を綿密に行う。
・市民がん講演会、圏域推進研修会などを通じて膵癌の危険因子を市民に啓発
・PANCANなどとの協働で、膵臓癌に関する情報の市民への啓発

プロジェクト実現への障壁と対策③
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6）連携施設への検査法の啓発
・外部講師を招いてエコ－描出法の講習、尾道方式の成果の共有

プロジェクト実現への障壁と対策④
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プロジェクト実現への障壁と対策⑤

7）膵癌早期診断に関する成績発信
・国内外での学術活動、多施設共同研究、診療ガイドラインへの反映

Onomichi General Hospital

（Hanada et al. Dig Endosc 2022）
(Hanada et al. Pancreas 2021)
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行政との協働①

1）尾道市：特定健診受診者へのがん検診US
・40歳以上の特定健診対象者に対して、安価な価格でUSをオプションで利用可能
・平成20年から制度化
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疑い症例の3.3%

Stage0, I：10.5%

（Kurihara et al. Diagnositics 2020）

2007/01～2020/06

5年相対生存率
2011-2013年診断：18.82%
2014-2016年診断：17.21%
2011-2016年診断：17.91%

Onomichi General Hospital



尾道方式は全国30カ所以上
で取り組みが始まっています。

2018年10月17日 NHK『ガッテン』

タイトル：奇跡のまちの物語
内 容：すい臓がんの危険因子、診断における

エコ－の重要性
地域の診療所と協働した早期診断に関
する尾道の取り組みほか

他：NHK-Eテレ：『きょうの健康』2回
NHK-Eテレ：『チョイス』
TBS：健康カプセル ゲンキの時間！など
全国主要紙（朝日、読売、日経など多数）

Onomichi General Hospital

・早期診断の患者さんが増加
・手術可能な割合が増加
・5年生存率の改善



行政との協働②

2）広島県、広島大学、広島県医師会が協働で膵臓癌早期診断プロジェクト
・広島県地域保健対策協議会でWGが発足し2022年11月から稼働
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15

Hiroshima Pancreas Cancer Early Diagnosis with Collaboration and Examination
（Hi-PEACE Project)
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低危険群 3項目

□すい臓がんが親兄弟に1名

□糖尿病

□肥満（BMI>30kg/m2)

□飲酒（3合/日以上）

□すい酵素異常

高危険群 1項目

□すい臓がんが親兄弟に2名

□糖尿病の新規発症/増悪

□腫瘍マーカーの上昇

心当たりがあればかかりつけの先生に相談を
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